
存在感で挑む

圧
延
加
工
、
素
材
調
達
含
め
て
受
託

厚
板
・
短
板
圧
延
加
工
設
備

圧
延
加
工
し
た
コ
イ
ル
。
左
側
は

銅
合
金
、
右
側
は
ニ
ッ
ケ
ル
合
金

日本クロス圧延

企業データ
　 住所 千葉県茂原市茂原６９７
　 社長 岡征俊氏
　 電話 ０４７５・２２・４１５１
　 ＨＰ
　

　
日
本
ク
ロ
ス
圧
延
は
特
殊
鋼

や
非
鉄
希
少
金
属

レ
ア
メ
タ

ル

、
新
素
材
の
圧
延
加
工
を

専
門
に
板
、
コ
イ
ル
、
箔
、

線
、
異
形
線
の
受
託
加
工
・
製

法
開
発
で
実
績
を
築
い
て
き

た
。
各
金
属
の
持
つ
特
性
に
適

し
た
加
工
技
術
に
独
自
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
ち
、
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。

　
同
社
に
材
料
の
製
法
開
発
や

製
造
を
委
託
す
る
素
材
メ
ー
カ

ー
は
大
手
を
は
じ
め
と
す
る
年

間
３
０
０
社
、
新
素
材
を
含
め

る
と
素
材
は
数
千
種
類
に
及

ぶ
。
最
近
で
は
、
顧
客
が
入
手

困
難
な
素
材
は
調
達
を
含
め
て

請
け
負
い
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
る
。

　
も
と
も
と
加
工
専
業
だ
っ
た

同
社
が
素
材
調
達
を
含
め
た
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

「
顧
客
か
ら
調
達
に
関
す
る
相

談
ご
と
が
増
え
て
き
た
」

岡

征
俊
社
長

か
ら
。
近
年
、
大

手
素
材
メ
ー
カ
ー
が
特
殊
鋼
の

製
造
を
中
止
す
る
事
例
が
増
え

た
。
時
代
の
流
れ
で
用
途
が
狭

ま
っ
た
り
、
部
品
の
小
型
化
で

必
要
量
が
減
っ
た
り
し
た
素
材

を
製
造
し
て
も
設
備
の
稼
働
コ

ス
ト
に
見
合
わ
な
い
た
め
だ
。

そ
の
た
め
特
殊
鋼
の
入
手
が
困

難
な
ケ
ー
ス
が
年
々
増
え
て
い

る
。
そ
こ
で
「
材
料
メ
ー
カ
ー

の
使
命
と
し
て
」

同

顧
客

の
調
達
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と

に
し
た
。

　
ニ
ッ
ケ
ル
系
の
材
料
を
中
心

に
ス
テ
ン
レ
ス
や
チ
タ
ン
な
ど

を
顧
客
が
求
め
る
寸
法
や
硬
度

に
加
工
し
、
必
要
な
量
を
納
入

す
る
。
メ
ー
カ
ー
が
製
造
を
取

り
や
め
た
材
料
の
場
合
は
、
協

力
会
社
に
溶
解
を
依
頼
し
て
原

料
を
調
達
し
、
圧
延
加
工
や
伸

線
加
工
、
光
輝
焼
鈍
加

工
な
ど
を
施
し
て
納
入

す
る
。

―
１
０
０

程
度
か
ら
注
文
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
。
素

材
が
規
格
品
と
し
て
存

在
す
る
場
合
は
そ
れ
を

顧
客
の
必
要
量
を
調
達

し
て
加
工
す
る
。
そ
の

場
合
は
受
注
か
ら
最
短

１
週
間
程
度
で
納
入
で

き
る
。

　
現
在
は
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
ー
生
産
履
歴
の
追
跡

の
付
与
が
必
要
な
材
料
へ
の
対

応
に
も
注
力
し
て
い
る
。
用
途

は
今
の
と
こ
ろ
航
空
宇
宙
や
原

子
力
関
連
な
ど
に
限
ら
れ
る

が
、そ
の
分
付
加
価
値
は
高
い
。

　
岡
社
長
は
「
材
料
の
少
量
調

達
で
困
っ
た
と
き
は
と
に
か
く

相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

顧
客
の
困
り
ご
と
の
解
決
を
通

じ
て
同
社
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重

ね
「
少
量
調
達
の
パ
イ
オ
ニ

ア
」

同

を
目
指
す
。

小原歯車工業

１
４
５
品
目
９
３
０
０
種
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
数
誇
る

企業データ
住所 埼玉県川口市仲町 の
社長 小原敏治氏
電話 ０４８・２５５・４８７１
ＨＰ

　

計
約
４
８
０
０
種
の
「
Ｊ
シ
リ
ー
ズ
」

　
小
原
歯
車
工
業
は
標
準
歯
車

の
専
業
メ
ー
カ
ー
。
計
１
４
５

品
目
９
３
０
０
種
の
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
数
は
、
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
を
誇
る
。
小
原
敏
治
社
長
は

「
広
く
、
ほ
ど
ほ
ど
深
く
手

掛
け
る
の
が
当
社
」
と
強
調
。

産
業
機
械
関
連
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
同
社
の
「
Ｋ
Ｈ

Ｋ
標
準
歯
車
」
が
使
わ
れ
て
い

る
。

　
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
準
標
準
歯
車
「
Ｊ
シ
リ
ー

ズ
」
の
拡
販
だ
。
ベ
ー
ス
と
な

る
の
は
、
標
準
歯
車
に
穴
径
変

更
や
表
面
処
理
な
ど
追
加
工
を

施
す
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
「
歯
車

工
房
」
。
同
サ
ー
ビ
ス
で
オ
ー

ダ
ー
が
多
い
追
加
工
の

内
容
を
標
準
化
し
、
Ｊ

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
売
り

出
し
て
い
る
。

　
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て

は
、
追
加
工
品
を
従
来

以
上
に
短
納
期
・
低
価

格
で
入
手
で
き
る
の
が

メ
リ
ッ
ト
。
こ
れ
ま
で

受
注
後
５
営
業
日
以

内
の
出
荷

と
し
て
い

た
が
、
２
月
か
ら
は
３

営
業
日
以
内
に
短
縮

し
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を

一
層
強
く
打
ち
出
し
て

い
る
。
注
文
増
に
応
え

る
た
め
、
今
春
に
は
加

工
部
門
の
夜
間
稼
働
を

開
始
し
た
。

　
市
場
投
入
し
た
の
は

２
０
０
９
年
６
月
。

年

月
に
は
、
そ
れ
ま

で
扱
っ
て
い
な
か
っ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
平
歯
車
や
ネ
ジ
歯
車

ウ
ォ
ー
ム

な
ど
も
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に
加
え
、
シ
リ
ー
ズ
合

計
約
４
８
０
０
種
に
拡
充
し

た
。

　
Ｊ
シ
リ
ー
ズ
の

年
６
月
期

売
上
高
は
約
３
０
０
０
万
円
。

現
在
、
月
３
０
０
―
４
０
０
万

円
を
売
り
上
げ
て
い
る
状
況

だ
。
益
田
太
営
業
部
部
長
は

「
今
期
中
に
月
７
０
０
万
円
の

ペ
ー
ス
に
ま
で
引
き
上
げ
た

い
」
と
意
気
込
む
。

年
６
月

期
の
売
上
高
は
、
前
期
比
倍
増

を
目
指
し
て
い
る
。

　
Ｊ
シ
リ
ー
ズ
や
歯
車
工
房

は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
が
あ
っ

て
こ
そ
成
り
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
。

こ
の
た
め
、
歯
車
の
知
識
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
視
し
て

い
る
。
昨
秋
に
改
訂
し
た
全
７

８
４

の
カ
タ
ロ
グ
「
Ｋ
Ｈ
Ｋ

３
０
１
１
」
に
は
、
約
２
０
０

に
わ
た
る
技
術
資
料
を
掲

載
。
寸
法
や
強
度
の
計
算
方
法

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
提

供
し
て
い
る
。
益
田
部
長
は

「
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
歯
車
を

設
計
で
き
る
」
と
太
鼓
判
を
押

す
。

　
ま
た
、
カ
タ
ロ
グ
改
訂
に
合

わ
せ
、
歯
車
の
仕
組
み
を
理
解

す
る
た
め
の
組
み
立
て
キ
ッ
ト

「
Ｇ
ｅ
ａ
ｒ
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
」
も
発

売
し
た
。
教
育
機
関
で
の
実
習

用
や
企
業
の
新
人
研
修
用
と
し

て
納
入
が
進
ん
で
い
る
。
若
手

人
材
育
成
に
寄
与
し
、
将
来
の

需
要
創
出
に
つ
な
げ
る
方
針

だ
。

環境総研

企業データ
住所 埼玉県桶川市川田谷１６４９の１
社長 山田久俊氏
電話 ０４８・７８９・２３０２
ＨＰ

　

フ
ロ
ン
処
理
技
術
で
環
境
保
全
に
貢
献

　
環
境
総
研
は
フ
ロ
ン
処
理
技

術
で
、
地
球
環
境
保
全
が
叫
ば

れ
て
い
る
世
の
中
を
リ
ー
ド
す

る
。

　
フ
ロ
ン
は
空
調
機
器
な
ど
の

冷
媒
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

物
質
。
大
気
中
に
放
出
し
な
い

限
り
地
球
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
な
い
が
、
機
器
を

廃
棄
す
る
際
は
、
都
道
府
県
知

事
か
ら
認
可
を
受
け
た
業
者
に

回
収
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
回
収
し
た
フ
ロ
ン
の
処
理
方

法
は
「
破
壊
」
と
「
再
生
」
の

２
通
り
。
フ
ロ
ン
需
要
が
あ
る

限
り
は
再
生
処
理
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
し
、
不
用
に
な
っ
た
ら
破

壊
処
理
す
る
形
が
地
球
に
最
も

優
し
い
。
同
社
は
、
こ
れ
ら
フ

ロ
ン
処
理
の
全
プ
ロ
セ
ス
を
ネ

ッ
ト
上
で
依
頼
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
。
全
国
７
カ
所
の
環

境
総
研
グ
ル
ー
プ
で
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
確
実
に
フ
ロ
ン
を

処
理
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
０
１
１
年
春
に

は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

Ｂ
Ｄ
Ｆ

事
業
に
も
参
入
。

Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
使
用
済
み
で
廃
棄

さ
れ
る
食
用
植
物
油
か
ら
製
造

す
る
。
植
物
が
原
料
で
あ
る
Ｂ

Ｄ
Ｆ
を
使
用
し
て
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
は
、
光
合
成
に
よ

り
再
び
植
物
油
に
戻
さ
れ
る
の

で
、
地
球
環
境
に
影
響
を
与
え

な
い
。
つ
ま
り
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な

い
。
こ
れ
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
と
呼
ば
れ
、
近
年
は
特

に
、
官
庁
の
工
事
な
ど
環
境
に

厳
し
い
現
場
で
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　
同
社
は
、
減
圧
蒸
留
方
式
に

よ
っ
て
排
水
を
出
さ
ず
に
高
純

度
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
精
製
す
る
製
造

装
置
を
提
供
す
る
。
同

装
置
で
製
造
し
た
Ｂ
Ｄ

Ｆ
は
、
比
率
５
％
以
下

で
軽
油
と
混
合
し
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
燃

料
と
し
て
使
用
で
き

る
。

　
装
置
は
コ
ン
パ
ク
ト

で
操
作
も
簡
単
。
加
え

て
、調
査
、施
設
の
設
計

施
工
、装
置
の
納
入
、消

耗
品
の
供
給
な
ど
一
貫

し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
で
き
る
の
が
強
み

だ
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
５
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

東
京
都
江
東
区
で
開
か
れ
た

「
２
０
１
１
Ｎ
Ｅ
Ｗ
環
境
展
」

で
は
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
の
来

場
者
の
関
心
を
引
い
た

写

真

。
「
地
球
温
暖
化
防
止
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
フ
ロ
ン

処
理
事
業
と
Ｂ
Ｄ
Ｆ
事
業
で
企

業
を
後
押
し
す
る
同
社
か
ら

は
、
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

千葉オイレッシュ

企業データ
住所 千葉県君津市笹１２４９の３
社長 野村進一氏
電話 ０４３９・３９・３０３３
ＨＰ

　

廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
の
新
た
な
地
平
を
拓
く

本
社
工
場
内
の
ブ
レ

ン
ド
燃
料
製
造
装
置

　
環
境
意
識
や
省
エ
ネ
へ
の
意

識
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
従
来

は
捨
て
て
い
た
廃
油
・
廃
水
の

再
利
用
に
取
り
組
む
モ
ノ
づ
く

り
企
業
が
増
え
て
い
る
。
廃
棄

物
処
理
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の

静
脈
産
業
の
活
躍
余
地
も
広

が
っ
て
い
る
。
だ
が
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
過
程
で
取
り
除
い
た
不

純
物
や

雑
物
は
廃
棄
物
と
な

る
。
高
精
度
の
分
別
・
精
製
を

追
求
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
熱
心

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
廃
棄
物
は

増
え
る
―
。
こ
の
二
律
背
反
の

解
決
に
挑
ん
で
い
る
企
業
が
、

千
葉
オ
イ
レ
ッ
シ
ュ
だ
。

　
同
社
は
中
間
処
理
業
者
と
し

て
、
潤
滑
油
や
切
削
油
な
ど
の

廃
油
、
廃
水
、
油
泥
・
汚
泥

ス
ラ
ッ
ジ

、
廃
酸
・
廃
ア

ル
カ
リ
な
ど
を
約
２
０
０
社
の

取
引
先
企
業
か
ら
回
収
し
て
い

る
。
再
生
油
な
ど
の
販
売
も
手

が
け
る
が
、
油
分
を
含
む
さ
ま

ざ
ま
な
回
収
物
を
「
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
生
み
出
せ
る
形
に
変
え

る
」

野
村
進
一
社
長

点
に

同
社
の
技
術
的
特
徴
が
あ
る
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が
、
廃
油
と
廃

水
に
添
加
物
を
加
え
て
生
み
出

す
「
ブ
レ
ン
ド
燃
料
」
。
再
生

油
に
比
べ
て
発
生
す
る
熱
量
が

低
い
が
、
廃
水
ブ
レ
ン
ド
に
よ

る
排
ガ
ス
中
の
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

や
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
な
ど
の
利
点

が
あ
る
。
現
在
は
水
分
の
比
率

を
３
割
程
度
ま
で
増
や
し
て

も
、
安
定
し
た
燃
焼
を
可
能
に

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
２
０
０
９
年
に
は
、

廃
塗
料
な
ど
半
ば
固
形
化
し
た

ス
ラ
ッ
ジ
を
ブ
レ
ン
ド
燃
料
で

希
釈
し
た
「
Ｓ
Ｒ
Ｆ

ス
ラ
リ

ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ュ
ー
エ

ル

」
を
開
発
し
た
。
均
質
で

分
離
し
に
く
い
特
徴
が
あ

り
、
ボ
イ
ラ
ー
の
補
助
燃
料

な
ど
に
用
途
を
広
げ
て
い

る
。
使
用
す
る
に
は
設
備
の

改
造
な
ど
が
必
要
だ
が
、
燃

料
費
の
単
純
比
較
で

％
の

コ
ス
ト
削
減
に
な
る
と
い

う
。

　
回
収
物
を
無
駄
な
く
利
用

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
提

案
す
る
同
社
。
現
在
は
回
収

物
全
体
の

％
を
な
ん
ら
か

の
形
で
再
利
用
可
能
に
し
て

い
る
。
今
後
も
再
利
用
が
困

難
な
廃
棄
物
へ
の
対
応
を
進
め

な
が
ら
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
率
を

％
ま
で
引
き
上
げ
た
い
」
と

言
う
野
村
社
長
。
長
引
く
景
気

低
迷
か
ら
、
最
近
は
潤
滑
油
の

交
換
サ
イ
ク
ル
の
長
期
化
な
ど

が
目
立
つ
。
そ
の
分
だ
け
回
収

す
る
廃
油
の
品
質
も
悪
化
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
向
上
は
容
易
で
は
な

い
が
「
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
」
を
企
業
理

念
に
掲
げ
、
挑
戦
を
続
け
る
。

　東日本大震災や円高、政治の混迷など、かつてない逆風が吹き
荒れる中、わが国の産業構造は大きく変化しようとしている。横
並びでは生き残れない時代。マーケットの要請にこたえつつ、優
れた技術やサービスで個性を発揮することが重要だ。先行き不透
明な今だからこそ、ひときわ強い存在感を放つ―。そんな企業の
技術やサービスを紹介する。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ８月３１日 水曜日 　　


